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清

米
露
の
代
理
戦
争
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
が
始
ま
っ
て
２
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
武

力
・
経
済
・
情
報
戦
争
が
展
開
さ
れ
、
日
本

は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
側
で
経
済
制
裁
に
参
戦
し
て
い

ま
す
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
上
空
に
は
、
両
軍
の
ミ

サ
イ
ル
・
砲
弾
が
飛
び
交
い
、
市
街
戦
が
行

わ
れ
、
多
数
の
戦
争
犠
牲
者
や
破
壊
さ
れ
た

街
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
日
本
人
は
今
の
報
道
の
惨
状
を
、

わ
ず
か
70
年
ほ
ど
前
に
経
験
し
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
末
期
、
１
９
４
５
年
３
月
10

日
夜
間
、
３
０
０
機
の
Ｂ

−

29
米
軍
戦
略
重

撃
機
が
東
京
の
空
を
覆
い
つ
く
し
、
絨じ
ゅ
う
た
ん毯爆

撃
を
行
い
ま
し
た
。
１
万
ｍ
の
高
度
か
ら
７

㎡
あ
た
り
１
発
の
５
㎏
焼し
ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
（
ナ
パ
ー
ム

弾
）
を
落
下
・
空
襲
し
た
の
で
す
。
罹り
さ
い災
者

は
１
０
０
万
人
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は

10
万
３
千
人
で
し
た
。
こ
の
後
、
沖
縄
で
は

陸
上
戦
で
県
民
４
人
に
１
人
が
殺
さ
れ
、
８

月
に
は
広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ

れ
、
10
数
万
人
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
悲
惨
な
戦
争
の
経
験
か
ら
、
私

た
ち
は
「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争�

の
惨さ
ん
か禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
決
意
」
し
て
、
憲
法
９
条
を
定
め
、
日

本
国
憲
法
を
最
高
法
規
と
し
た
国
家
運
営
を

行
う
た
め
の
日
本
政
府
を
つ
く
り
ま
し
た
。

日
本
は
ア
ジ
ア
の
一
員
で
す
。
そ
れ
が
孤

立
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
側
に
立
っ
て
い
ま
す
。
中

立
の
立
場
に
立
ち
返
り
、
中
国
、
イ
ン
ド
な

ど
ア
ジ
ア
諸
国
を
取
り
ま
と
め
、
武
器
供
与

を
つ
づ
け
る
「
影
の
主
役
」
ア
メ
リ
カ
に
、

停
戦
交
渉
の
実
施
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

い
ま
、「
台
湾
有
事
」
に
言
及
す
る
報
道
が

多
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
は
台
湾
に
戦
闘
機
や

ミ
サ
イ
ル
を
持
ち
込
み
、「
あ
い
ま
い
戦
略
」

を
見
直
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
は
沖

縄
で
実
戦
を
想
定
し
た
軍
事
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。
次
は
ア
ジ
ア
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。

戦
争
は
犯
罪
で
政
治
の
失
敗
の
結
果
で
す
。

戦
争
が
始
ま
っ
た
途と
た
ん端
、
政
治
は
失
わ
れ
ま

す
。
い
ま
が
大
切
で
す
。
直
ち
に
行
動
す
る

こ
と
が
日
本
が
国
民
を
犠
牲
に
し
な
い
唯ゆ
い
い
つ一

の
道
で
、
日
本
が
「
国
際
社
会
に
お
い
て
、

名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
」
る
こ
と
で
す
。
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